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　大人になったら栄養士になって大

好きな給食を沢山たべたい！

 「なーちゃんはねーバレーボール

の日本代表！」（あれ！幼稚園の時

は石堂先生のような先生なんて言っ

てたはず・・・）

　「もーちゃんはねー介護福祉士！」

（これまた幼稚園の時は美容師だっ

たのでは・・・）

　「こうちゃんはねー機械の開発

者。」

　我が家では子どもたち（中１の長

女、小 6 の次女、小 2 の長男）とこ

うした会話が良く出ます。

　今年の 1 月より仕事をはじめまし

た。社会復帰は 1 4，5 年ぶりです。

なかなかこんなにブランクがあると

仕事を始めるには相当な覚悟が必要

と思っておりましたが、思い付きの

ように行動しました。きっかけは子

どもたちの夢を聞いているうちに私

も自分の夢を追いかけたくなったか

らです。

　思ったら吉日。仕事探しを初めて

幸運にもすぐに採用が決まりスター

トしました。その仕事は契約期間が

5 ヶ月でしたが、私が幼いころの夢

「給食を作る仕事」でした。

  朝、専業主婦のときより 1 時間早

く起き家事をこなし子供たちの登校

と同時に出勤。栄養士の資格を持っ

ていたためか、研修なども無くいき
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なり初日から 2 つのおかずとアレル

ギー食、おやつの責任を持たされ正

直くじけそうになったこともありま

す。失敗したり成功したり毎日刺激

的な生活を過ごしておりました。で

もなんだか毎日が楽しく過ごせたの

です。子育てと家事だけでも大変な

毎日と思っていたのに、これに仕事

が加わっても何とかやっていけるな

んて、自分の持っていたエネルギー

の大きさに初めて気づかされまし

た。（家族の協力あっての家事です

が・・・）

　そんな充実した日々を送っていた

ころ、幼稚園で知り合ったママ友石

川さん（ご主人はのびーるの会）か

らうれしいお誘いをいただきまし

た。「障害者のデイサービスの仕事

をしてみないか？」と声をかけてい

ただいたのです。

　2 ～ 3 年前に石川さんから障害者

施設で働き始めたという話を聞き、

身近に主婦というブランクを乗り越

えて仕事に復帰された方がいたこと

に感動しましたし、同時に幼かった

ころの「障害者福祉に携わってみた

い」という夢がよみがえりました。

そう私の夢は 1 つだけではありませ

んでした。（欲張りだったのです

ね・・・）

　保育園、小学校のクラスメイトで

自閉症というハンディーキャップを

持っている千秋君との出会いがあり

ました。彼が気になり彼のお世話ば

かりして彼から嫌われておりまし

た。何で自分の好きなことを好きな

だけ思う存分やり遂げられるのか、

彼が不思議でもあり尊敬もしていた

と思います。そんな彼のようなハン

ディーキャップをもった人たちの応

援がしたいと強く思っておりまし

た。

　学校を卒業して食品メーカーに勤

めておりましたが、やはりそのこと

が大人になっても忘れられなく会社

を退職し、求人も出ていない行政な

どに何度も足を運び頭を下げようや

くある所属の課長さんに障害者施設

の栄養士契約職員としての採用を紹

介してもらい、1 年ほどの短い期間

でしたが念願の環境での仕事をする

ことができました。

　そして今度は石川さんからもう一

度夢を叶えるチャンスをいただける

なんて胸が躍りました。

　現在その石川さんに紹介していた

だいたデイサービスにお勤めしても

うすぐ 7ヶ月。

　今度は介護職員として働いていま

す。業務はコミュニケーション、食

事介助、トイレ介助など未経験なこ

とばかり。初めのころは毎日何度も

注意を受け落ち込むこともありまし

たが、最近ではなぜか苦にならず、

そのいくつかの注意が自分への肥や

しに思えてきて楽しくなってきてい

ます。まぁ年を重ね図々しくなって

きているのかもしれません・・・。
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　子どもたちには、夢を実現するの

は大変と思わず、とにかく恐れるこ

となく外へ出ていろいろ体感してほ

しい。

　そこで出会った人々や自然などに

ふれあうことで影響を受け、自分の

未来への発想が湧くはず。

そして子どもたちは夢は必ず実現す

ると信じ、一歩踏み出してほしいと

願っています。

　そんな想いがあって、2 0 1 0 年は

子どもたちに示す意味で私から最初

の一歩を踏み出しました。

　子どものころは「大人になったら

栄養士になって大好きな給食を沢山

たべたい！」と夢を見ていた私、こ

れからはカルガモのたくましい親ガ

モのようになりたい・・・これが新

たな目標、夢です。

 私の願いの根源はここ公同幼稚園

の出会いから、先生方はじめお母さ

ん方に刺激をもらい、そして沢山た

くさん助けていただき成長できたこ

とと感じております。

　お世話になった方々にお礼と感謝

の気持ちをこめて・・・そして来年

も皆様にとって良い年となりますよ

うお祈りしております。

（大字　尚子）
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　子ども時代の私にとって、本は窓だったのだと思います。閉じ込められて、部屋に
入れられて、子どもは息苦しいわけです。外を見たい、いろいろなものを見たいと窓
辺に寄って窓を開けると、つまり本を開くと、そこにいろいろな世界があり、いろいろな
人たちがいる。私はかすかに記憶しているのですが、「そうか、遠い国にも私たちと
同じ人がいるのだな」と思ったものです。笑ったり、泣いたり、怒ったり、悲しんだりして
いる人間が、他所の国にもいるということを知ったのは、私にとって大きな力となりました。

（清水真砂子）

　イエス・キリストの福音のはじめ」

で始まっているのは、言うところの

福音がイエスその人に由来すること

を、何より強調したいからです（1 章

1 節）。その福音のことが「・・・イ

エスはガリラヤに行き、神の福音を

宣べ伝えて言われた。『時は満ちた。

神の国は近づいた。悔い改めて福音

を信ぜよ』。」と、イエスの言葉として

語られる（語らせる）時、それはイエ

スの活動の全体です。「マルコは単に

『福音』と言えば、それは即ち、イエ

スがかつて生きていて語り、なした

こと、イエスの活動の全体を指す」

（田川建三訳著「新約聖書」訳と註）、

　イエスの活動の全体を、福音及び

福音書として書いたのが、マルコに

よる福音書なのです。イエス自身も、

福音という言葉を使いながら、自分

の活動について語ったりしています。

「だれでもわたしについてきたいと思

うなら、自分を捨て、自分の十字架を

負うてわたしに従ってきなさい。自

分の命を救おうと思うものはそれを

失い、わたしのため、また福音のため

に、自分の命を失う者は、それを救う

であろう」（8 章 3 4、3 5 節）。わたし

（イエス）は、福音そのものなのです。

そして、わたし（イエス）についてい

くことが、福音を生きることだとも

語り、それは以下のようなことにも

なったりします。「邪悪で罪深いこの

時代にあって、わたしとわたしの言

葉とを恥じる者に対しては、人の子

もまた・・・その者を恥じるであろう」

（8 章 38 節）。イエスの活動の全体は、

この場合には時代や状況と真正面に

向かい合い、かつその結果も引き受

けることだったりします。時には、時

代や状況が邪悪だったとしても、そ

れを見極め真正面に向かい合って生

きるイエス、そのイエスに“ついてい

く”ことを、マルコによる福音書がそ

の福音理解として指します。　

　ルカによる福音書では、福音がそ

れだけで使われていなくて、「神の国

の福音」になります。あるべき神の国

があってはじめての福音なのです。
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「そののちイエスは、神の国の福音を

説き伝えながら、町々村々を巡回し

続けられた」（8 章 1 節）。この場合の

イエスは、神の国の福音を説き、また

伝える人であっても、福音そのもの

であるとは理解されていません。イ

エスが、説き伝えるのは、あるべき神

の国について語ること、即ちそれが

福音であるとルカによる福音書は福

音を理解しています。

　ローマ人への手紙も、福音で始ま

ります。「キリスト・イエスの僕、神

の福音のために選び別たれ、召され

て使徒となったパウロから―この福

音は、神が、預言者たちにより、聖書

の中で、あらかじめ約束されたもの

であって、御子に関するものであ

る・・・」（1 章 1、2 節）。福音は「御

子に関するもの」で、その御子は「肉

によればダビデの子孫から生まれ、

聖なる霊によれば、死人からの復活

により、御力をもって神の御子と定

められた」、主イエス・キリスト即ち

福音ということになります。そして、

パウロの場合、イエスについていく

ということは、「わたしは、異邦人を

従順にするために、キリストがわた

しを用いて、言葉とわざ、しるしと不

思議との力、聖霊の力によって、働か

せて下さったことの他には、あえて

何も語ろうとは思わない」で、ほぼ言

い尽されます。ということになりま

すから、イエスの活動の全体を福音

と理解しないのはもちろん、「御子

は、肉によればダビデの子孫から生

まれ、聖なる霊によれば、死人からの

復活により、御力をもって神の御子

と定められた」“人”ということにな

ります。そこからは、生きたイエスの

活動全体などという視点は全く無い

に等しくなります。しかし、イエスは

生きていたし、生きていてその生身

の体を引き裂かれるようにして、十

字架で刑死しました。ただ“死人”に

なって、ただ御力（神の）一方的な働

きかけで復活した訳ではありません。

パウロは福音について「わたしとし

ての切なる願いは、ローマにいるあ

なたがたにも、福音を宣べ伝えるこ

となのである。わたしは福音を恥と

しない。それはユダヤ人をはじめ、ギ

リシャ人にも、すべて信じる者にも、

救いを得される神の力である」そし

て「神の義は、その福音の啓示され、

信仰に始まり信仰に至らせる」とも

言っています（1 章 15、16、17 節）。

しかしこれではイエスが“死人”に

なったこと、そしてその“死人からの

復活”の理由については、何一つ語っ

たことにはなりません。

　という、パウロの福音理解があり、

ルカによる福音書の神の国の福音理

解があって、マルコによる福音書は

イエスの活動の全体がそのまま福音

であると理解しています。

（菅澤　邦明）
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「教会と聖書」は、2 0 1 0 年 1 2 月 1 6 日の“北村慈郎先生応援特集号

外”を発行しました。その号外に、西宮公同教会幹事会は教団に

送付した“北村慈郎牧師免職に関する西宮公同教会の見解”を寄

稿しました。

日本基督教団総会議長様

常議員会様

北村慈郎牧師免職に関する

西宮公同教会の見解

北村慈郎先生は、紅葉坂教会にお

いて教会の決議の下に行った配餐

（未受洗者も含む）が、日本基督教団

の教憲・教規に“違反”にあたるとし

て、2010年 1月 26日、日本基督教団

から教団の牧師職免職の戒規処分を

受けることになりました。

西宮公同教会は、この一連の出来

事を始めから「他の教会の出来事」と

はせず、常に“私たちの教会”のこと

として見つめてきました（※）。

人が造りだした“区切り”（教憲・

教規）によって、人が人を処分すると

いうことは、今までもキリスト教の

歴史の中で繰り返されてきました。

今、私たちがそのような現場を目の

当たりにするにあたって、それを見

過ごすことは出来ません。

北村慈郎牧師免職の戒規処分につ

いて強く抗議し、教団が“一致”とい

う名の下の独善でなした処分の撤回

を求めます。また、現在北村慈郎先生

と紅葉坂教会によって行われている

地位保全の為の仮処分、そして本格

的裁判になった場合も、西宮公同教

会は支援する決意です。

　

2010年 12月 12日

日本基督教団西宮公同教会幹事会

※付記：西宮公同教会は、1 9 7 0 年

代の初め、多数を理由に牧師を解任

しようとする出来事を経験したこと

を踏まえ、礼拝はもちろん、教会のす

べての集まりで、受洗者、未受洗者は

区切らない教会のあり方を目ざして

きました。

そして何よりも“私たちの教会”の

ことであるのは、北村慈郎先生や紅

葉坂教会の「この世で最も小さくさ

れた者」と共に歩む教会は、、西宮公

同教会の願いそのものだからです。

北村慈郎先生の免職の決定が、“こ

の世で最も小さくされた者”を排除

しないことを、教会の歩みの基本に

し、未受洗者への配餐に踏み切る、教

団内の多くの教会の意志や願いを踏

みにじるのは残念であると言わざる

を得ません。
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“““““クククククリリリリリスススススマママママスススススまままままでででででののののの日日日日日々々々々々”””””

　
～～～～～今月のいのり～今月のいのり～今月のいのり～今月のいのり～今月のいのり～

　11 月 22 日、にしきた点灯式が行わ

れ、幼稚園の前の津門川や高松公園

などのイルミネーションがきれいに

輝きだしました。そのころから幼稚

園でも、クリスマスの歌やクリスマ

スの絵本を楽しんだりと、“クリスマ

ス”が近づいていくのを毎日わくわ

くしながら過ごしてきました。子ど

もたち一人一人に、1 セットずつ配ら

れたアドベントカレンダーは、おう

ちの方と楽しみながら作ってもらえ

る手作りのアドベントカレンダーで

す。さっそく、家で作ったカレンダー

を写真に撮って見せてくれたりと、

それぞれ家でもクリスマスまでの

日々を楽しむ姿が見られました。

　クニさんとミカちゃんをお迎えし

ての“クリスマスコンサート”、幼稚

園の子どもたちの他に新入園のお友

だち、もっと小さなお友だちも集

まっての時間でした。きれいなピア

ノの音、マリンバの音色に釘づけ、

知っている歌が聞こえてきたらもち

ろん一緒に歌い、まねっこしたり大

笑いしたり～。子どもたちからのお

返しの歌に「ビリーブ」を歌い、なん

とミカちゃんがその場で曲に合わせ

てマリンバでの演奏をして下さいま
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した。何とも言えない温かい気持ち

でコンサートの時間を過ごさせてい

ただきました。

　毎日がクリスマス！？というぐら

い、ワクワクの時間が続きます。“お

楽しみランチ”は、今年は 2 日間！全

クラスで楽しむことができました。1

日目は先生たち、子どもたちと作っ

たさつまいものサラダ、マカロニ

スープです。くじ引きでランチを食

べる部屋を決めて、いつもとは違う

メンバーで、学年を越えて同じ時間

を過ごしました。もしかしたら初め

ておはなしした！というお友だちも

いたのではないでしょうか。年長さ

んは優しく声をかけてあげていたり、

「こっちだよ」と教えてあげていたり

～、子どもたち同士のいろんな姿が

みられたのです。ランチ 2 日目は、12

月の誕生日会も一緒にです。なんと

全クラス 2 階に集まってのお昼の時

間となりました。この日はお母さん

方が作って下さった“にしきたごは

んバーガー”とスープです。そしてフ

レデリックの黒ゴマケーキも登場し

ました！パーティー会場のように 2

階の部屋が大賑わいのひとときとな

りました。

　今年の合同子どもクリスマスは、

先生たちの音楽隊♪と言うことで、

ドキドキしていた先生たち。昨年か

ら、ピアニストの城村奈都子さんが

私たち音楽隊の演奏を助けて下さっ

ています。クリスマスの曲や今年度

披露した曲を織り交ぜながらのメド

レー、当日は城村さんのピアノが華

やかさを添えて下さり、素晴らしい

時間となりました。今まで使ったこ

とのない楽器や、新しいことに挑戦

しながら、音楽を楽しむということ

を教えて下さり、こうして子どもた

ちや、たくさんの大人の方々と、音

楽を通して同じ時間を過ごせること

に感謝いたします。

　子どもたちの笑顔のために、多く

のお母さん方や、周りの大人の方々

が心を込めて準備をして下さり、本

当にクリスマスに囲まれた毎日を過

ごすことができました。寒さが厳し

くなっていく毎日ですが、こんなふ

うに心が温かくなる、そんな時間が

これからも守られますように。

（近山　佳奈）
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すずや便り　

　こんにちは。1 2 月らしくない暖か

さですが、今年もあと少しになりま

したね。9 月の終わりに始まった今の

仕事もあと少しで終了です。今回は、

いろいろな立場の人たちとの出会い

が非常に印象的でした。パーテー

ション越しに聴いた大学の先生の授

業はとても興味深く、マーケティン

グ論では「マーケティングの狙いは

販売を不要にすることである～ P. ド

ラッカー～（例：windows7を夜中に

行列して購入する）」など、身近なこ

とを言葉で説明してくれます。する

と、今まで何気なく見過ごしていた

ものが意味を持って迫ってくるよう

な感覚になります。民法の講座も同

じく法律家というのはこういうもの

の見方をするのか、という話ばかり

で（それが一人芝居を見ているよう

におもしろかった）改めて法律を勉

強してみたくなりました。

　そして、助手の皆さん。2 0 代後半

の大学院生と話をすること自体まず

無いことですが、そこに留学生とい

う要素が加わります。さらに、経済を

勉強している人たちなので「高度経

済成長」から始まり「日本のバブル期

～崩壊まで」「リーマンショック」な

ど、わかりやすく解説してくれるの

です。経済という視点からの日本近

代史？というかんじで自分の知識の

なさを痛感します。負けてばかりも

いられないので、バブル期に社会人

だったという強みを生かして経験者

としての話をしたり…（どんな経

験？）。今まであまり使っていなかっ

たところをフル回転させているよう

な日々でもありました。

　仲良くなってくると、仕事以外の

話も増えてきます。一番盛り上がる

のは食べものの話。わが家の秋の風

物詩？朝ごはんは「自家製イクラ丼」

と、言った時の顔は忘れられませ

ん！生モノがダメだったのですね。

私は羨ましがらせようと話したのに

～全然喰いついてくれませんでした。

焼き鳥の「鳥皮」も「肉じゃなくて、

皮じゃないですか！」と批判的。「で

も、日本では人気なんですよね」と、

フォローしてくれましたが。そうで

す、私も大好物です。中国では串焼き

というと「羊」か「牛」だそうです。

女性陣には、アニメだけでなく、「嵐」

ファンもいることが判明！ライブＤ

ＶＤを借りるなど、娘も喜ぶお付き

合いになりました。また中国の地図

を見ながらそれぞれの出身地を確認。

お勧めスポットを教えてもらいまし

た。ロシアとの国境にある「興凱湖」

は砂がとってもさらさらで気持ちが

いいそうです。みんなが中国に戻っ

たころに遊びに行く夢ができました。

今の時代、メールという便利なもの

がありますからね。こんなに前向き
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みかん便り　
　最近、ずいぶん寒くなってきまし

たね。季節の変わり目に見事に風邪

をひいてしまいました。1 1 月はなか

なか良い月でした。特になにがあっ

たのかと聞かれると、全く何もな

かったのですが、小さな幸せを毎日、

少しずつ感じることができたと思い

ます。

　友情、恋愛、勉強、バイト、それぞ

れを振り返ると思いのほか充実して

いたと思います。周りには冗談を言

い合える友達がいて、大きなけんか

もしましたが、仲直りの際、相手の良

いところをまた一つ見つけることが

できました。わがままばかりの僕と

仲良くしてるぐらいなんで、よっぽ

ど良い奴なんでしょう！恋愛面でも、

好きな人から 1 通メールが来るだけ

で、すっごく心臓がバクバクいった

りします。恋ですね。恋です。飯も一

緒に行けました。念願叶ったぜぃ☆

勉強は、めずらしく毎日学校に行き

研究発表の会議を行っていました。2

週間のインド・ネパール旅行で気付

いた事・学んだ事を 2 回生の前で発表

しなければいけません。会場はキャ

パ 3 5 0 人くらいのホールでめっちゃ

緊張です。でも、踊りを辞めてから久

しぶりに（ちょうど 1 年くらいか

な？）舞台の上に立てることが嬉し

くてうれしくて・・・楽しみです！

でも、小さな幸せを楽しんでいると、

ふいにちょっと嫌なことがあるだけ

でとても落ち込んでしまいます。う

わーーってなって、「つらいつらい」

とずっとぼやいていました。落ち込

むと落ち込み続ける自分ですが、今

月は不思議とすぐに立ち直ることが

できていました。1 番は周りに暖かい

人がいてくれることですが、やっぱ

り、気の持ちようですね。

　つらいときはいつもは何をしてる

かな。ぼーっとしたり、踊ってみた

り、音楽を聴いたり、自転車に乗りな

がら歌を歌ってみたり。それでも全

然テンションが上がらない毎日が続

くことのほうが多いです。1 週間、2

週間、1ヶ月とひきずることも多々あ

ります。いつの間にか元気になって

いますが、多分それは周りの助けの

おかげなんやと思います。喋り相手

になってくれたり、飯を一緒に食っ

気分で仕事を終われるとは、縁は異

なもの（味なもの）です。終わりよけ

ればすべてよし、皆さまも良いお年

をお迎えください。

（富家　香麻里）
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たり。それをいつもは何も気づかず

にしてもらってたんですね。俺は幸

せ者です。

　1 1 月は久しぶりにゆっくり出来ま

した。8 月はキャンプや静岡遠征。9 月

はインド旅行で、1 0 月は教職の介護

等体験。忙しいと周りを見なくても

いいし、やらなければいけないこと

がすでに決まっているので楽です。

ゆっくりできる時間はあればある程、

自分で決めなければいけないし考え

なければいけない。めんどくさがり

の僕には忙しい方が気が楽です。で

も、暇は暇なりに充実した毎日が過

ごせてよかったです。忙しかったら

ケンカも仲直りもすることができま

せんしね。

　みかん便りはいつも何かその月に

起きた大きなことを取り上げてまし

たが、周りをもっと見て、小さくても

記憶に残ったことや、気づいた事も

書いていこうと思います。

1 2 月はどうなるのでしょうか。良い

ことあれば悪いことも起きるでしょ

う。でも、負けずに生活していこうと

思います。では♪

（河村　高志）



12

　　　教会学校から　　　

《11 月の活動報告》
◇11 月 7 日（日）にしきたバーガーを食べ
る

◇ 11 月 14 日（日）射的大会！

◇ 11 月 21 日（日）クリスマス・ツリーを
作ろう①

◇ 11 月 28 日（日）クリスマス・ツリーを
作ろう②

《12 月の活動予定》
◇ 12 月 5 日（日）のびる焼きを食べる
　幼稚園の畑ののびるを使ったのびる焼きを、
みんなで何度もおかわりをして食べました。園
庭で、19日の「にしきた街のクリスマス～ウィ
ーンへ行こう」で合唱する、新しいうた「おし
ゃべりなまず」、讃美歌の「ひさしくまちにし」、
「もろびとこぞりて」の練習をしました。

◇ 12 月 12 日（日）クリーン大作戦
　津門川周辺組と四十谷川周辺組に分かれて清
掃作業に出かけました。四十谷川には、河野西
宮市長が視察に来て、“子どもたちが安全に遊べ
る街になるように”と、「子どもたちからのお願
い」の文書を直接手渡しました。

◇ 12 月 19 日（日）
　教会学校のクリスマス会
　礼拝の後は、幼稚園の先生たちのスペシ
ャル・コンサート。子どもたちがハンドベ
ルの演奏に挑戦したり、その場にいる大人
たちが全員参加してボディパーカッション
をしたりと、みんなで楽しみました。その
後、全員が大きな円になって、メッセージ
付きのプレゼントを“クリスマスの 1 2 日”
を歌いながら交換しました。
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　      ２０１０年１２月　あんなこと　こんなこと…
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　　大切な贈り物　　大切な贈り物　　大切な贈り物　　大切な贈り物　　大切な贈り物・・・・・津門川９８津門川９８津門川９８津門川９８津門川９８
“““““津津津津津門門門門門川川川川川しししししらららららべべべべべ⑦⑦⑦⑦⑦”””””
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（小学 5 年生　杉本悠斗）

　武庫川から始まって今津港までたどり着いた「津門川しらべ」は全 7 回で
終了です。いつもそこにある“自分たちの街の川”に改めて目を向け、自分
の足で川をたどって調べた杉本君の記録を、編集部が紹介することができま
した。ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



16

つ と が わ

編集後記

　　　　　　　　　　　　　

　「キャンディ・キッズ一代記」を書いて、井本
英子さんの曲で歌になり、7 月 2 3 日の「キャン
ディード前夜祭」で、子どもたちが歌うことにな
りました。その姉妹編になる「おしゃべり鯰（な
まず）一代記」を書いて、同じ井本英子さんの曲
で、12 月 1 9 日の「にしきたのクリスマス“ウィー
ンへ行こう”」で、お母さんたちが歌うことにな
りました。詩・詞を書く修業をした訳でもなく、
ただその時のささやかな営みに際して、ささやか
な言葉を添えることで始まって、それにたまたま
曲をつける人と出会って、歌になったというのが
経緯です。もし、最初から歌が目的だったら、詩
にも歌にもならなかったはずです。ささやかな営
みを共有し、ささやかな営みで人と出会うことに
なって、歌になって、歌ってもらう人、聞いても
らえる人との場所や時間を共有することになりま
した。歌っている子どもたちや、歌っているお母
さんたちの様子に、うれしい気持ちでいっぱいで
す。
　「キャンディ・キッズ一代記」は、大平有紀さ
んが描いた絵で、小さな小さな絵本になりまし
た。

（Ｋ）

　年々、寒さが身に凍みるような気がして、今年
はこたつ布団を購入して、こたつ虫になろうかと
思案しています。『こたつでみかん』ではなく、今
年はたくさんの林檎をいただいて～『こたつで林
檎』します♪
　みなさんに温かなクリスマスと新年が訪れます
ように。
　　　　　　　　　　　  　　　　 　 　（Ｉ）

　最近、小学校時代からの友人に赤ちゃんが生ま
れました。１月に出産予定の友人も。
　また、アドレス変更のメールには( 旧姓○○) な
んて書いてあったりしてそこから結婚したことを
知ったり～。２５歳なんて、子どもの頃はすごく
大人だと思っていたけれどなってみるとそうでも
なかったり…。
　だけど、友人たちからのおめでたい連絡を受け
て「そういう歳になったんだなぁ…」と感じるこ
との多いこの頃です♪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｙ）

　先日、母からこんなメールが届きました。「○
○でニットのワンピ買っちゃった☆」私はやっぱ

り母の子だなぁ（笑）なんて感じたこのメールで
した。
　買い物好き、服好きの私達親子です。新しい服
を買って帰ると即ファッションショーの様に色ん
な組み合わせを試してはお互い見せ合ったり「今
度貸してー！」なんて言ったり。親でありなんだ
か友達の存在でもある大好きな母です。最近なか
なか一緒に買い物に行けず…久々に一緒にショッ
ピングを楽しみたいなぁと思う今日この頃です。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｎ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　顔にはお金がかからない、というか生来の無
精者で夏は洗いっぱなし、冬はかさかさになる
から止む無くクリームを塗るという程度。これ
と決まったものもなかった。ところが 5 ，6 年前
にもらったニュージーランドのクリームがめ
ちゃ「気持」にぴったり、それをずっと愛用し
てきた。で、都合でこれが最後よと言われた一
ビンを大事に大事に使いつつ、それをネットで
探し出して申し込んで( もらって) 、いつ来るか
いつ来るかと待っていたが一向に来ないまま、
とうとう空っぽに。そこで、洗面台( 化粧台と
か鏡台はない！) のところにあった化粧水らし
きものをこれは少しオイルっぽいなと思いつつ
使用。ある日、連れ合いが「それって h a i r じゃ
ないの？」と言う。えーっ、二人して徐に眼鏡
をかけて見てみると確かに！しかし「a n d
s k i n 」ともある。でもそれは頭皮ではないだろ
うか。大丈夫じゃない？と励まされても一度見
てしまうと「あたしゃ髪の毛用オイルを肌に
塗っていたのか」。話を聞いた娘がひとつク
リームをくれた。で、今はとりあえずほんとに
肌用を！( のはず) 。

（Ｊ）


